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（Solsky）  2 exs.
27． クロニセリンゴカミキロ Eumecocera unicolor 

（Kano）  1 ex.
28．ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis 

（Laboissière）  1 ex.
29．ツブノミハムシ Aphthona perminuta Baly  6 exs.
30． ルリマルノミハムシ Nonarthra cyanea Baly  2 exs.
31． カシルリチョッキリ Neocoenorrhinus assimilis 

（Roelofs）  1 ex.
32．ノミゾウムシの一種 Orchestes sp.  5 exs.
33．キクイムシの一種 Xyleborini sp.  2 exs.
34．キクイムシの一種 Scolytoplatypus sp.  1♀
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【短報】渡嘉敷島から発見されたリュウキュウクシ
コメツキ

渡嘉敷島は，沖縄島の西，慶良間列島に所属す
る小島で，コメツキムシ科甲虫は，これまでに，ヨ
ナグニチビコメツキ Babadrasterius urabensis Ôhira, 
1994， ト カ シ キ チ ビ ヒ ラ タ コ メ ツ キ Heteroderes 
amplicollis （Gyllenhal, 1817）， イハヒメサビキコリ
Agrypnus （Colaulon） miyamotoi ihai （Ôhira, 1967），ヤ
エヤマサビコメツキ Lacon （Alaotypus） yayeyamanus 

（Miwa, 1934）， サ カ グ
チ オ オ ヒ ラ タ コ メ ツ キ
Anthracalaus  sakaguchi i 

（Miwa, 1929），ウ バ タ マ
コ メ ツ キ Cryptalaus berus 

（Candèze, 1865），フタモン
ウバタマコメツキCryptalaus 
larvatus pini （Lewis, 1894），
オキナワオオハナコメツキ
Platynychus loochooensis 

（Kishii, 1979），タ ム ラ ハ
ナコメツ キ Displatynychus 
tamurai （Kishii, 1974），オ
キナワカンシャクシコメツ
キ Melanotus okinawensis 
Ôhira, 1982，タカハシクシコ
メツキ Melanotus takahashii 

Kishii, 1974， サ メ ハ ダ キ コ メ ツ キ Xanthopenthes 
granulipennis （Miwa, 1934），クロヘリツヤコメツキ
Ludioschema vittiger fuscomarginatum （Lewis, 1896），
オ キナワクチブトコメツキ Parasilesis okinawensis 
okinawensis（Miwa, 1928）の 14 種が知られている 

（Kishii, 1999；大平，1999；佐々木ほか，2002）．
 筆者らは，これまで渡嘉敷島から記録のなかっ

たリュウキュウクシコメツキ Melanotus loochooensis 
Miwa, 1929 を検することができたので，ここに報告
しておく．

7 ♂♂（Fig. 1），沖縄県渡嘉敷島，6. VI. 2019，松
村雅史採集，鈴木亙保管．

リュウキュウクシコメツキは，Okinawashima［沖
縄島］から記載された種であるが，現在ではトカラ
列島中之島から与那国島にかけての琉球列島と伊豆
諸島の八丈島に生息することが知られている．一時
は，本種の正体がわからず，トカラ列島や奄美大島
産のものがタンチャメクシコメツキ M. tanchamelis 
Ôhira，1967 として記載されることもあった．Kishii

（1974）は，徳之島産のものをタンチャメクシコメ
ツキの亜種 M. t. tamurai としたが，後に，トカラ，
奄美大島，徳之島のタンチャメクシコメツキは，リュ
ウキュウクシコメツキのシノニムとして処理する一
方で，石垣島，西表島，与那国島のものは，リュウ
キュウクシコメツキの別亜種にすべきだとしている

（Kishii, 1999）． 
トカラ産と八重山産の個体を比較してみると，前

胸腹板突起の形状や雄交尾器の形状に大きな違いが
認められるが，間を埋める島々の個体を調べてみる
と雄交尾器の形状には一定の傾向にあるようにも見
える．この辺のところは，各地の標本をそろえた上
で分析したい．
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Fig. 1．Melanotus loochooensis 

Miwa from Tokashiki-
jima Is., Ryukyu Isls., 
♂.


